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耐久性を向上させる新素材／添加するだけでイオウ酸化細菌の活動を阻害する防菌剤
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固ー1

添加薬剤の
種類と腐食
深さ

それぞれの
薬剤について
左から添加量
2, 10,20% 

イミド系チオシアイソフ 銅
ネー ト タロ系

酸化銅ニッケル酸化ニッケスズ 酸イヤ．スズ 鉛 酸化鉛 酸化 無添加
ル防菌剤 コパルト
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図ー2 (左）
防菌剤の効果
1チオ硫酸
，無機培地！l 

図 ー 3 (右）
防幽剤(/)添加蘊
と強度の関係

5. 防菌剤の添加量

イオウ酸化細葉が活動する部分はコソクリ ー ト
やモルタルのセメソトペ ー スト部のみであり，骨
材は不活性な部分として作用する。したがって，
防菌剤の添加量はセメソトペ ー ストに対してのみ
考慮すれば良い。下水構造物に使用するコソクリ ー

トは水密コソクリ ー トであるから， 水セメソト比
は最大55%以下に規定される。また， 水セメソト
比の最小は25%程度であり， 下水構造物に使用す
るコソクリ ー トの水セメソト比は極めて限定され
る。したがって，防菌剤の添加量をセメソトに対
して行っても大ぎな差はない。チオバチルス，チ
オオキシダソスに対する防菌剤の生育阻害効果は，
0.01%で充分なことを確認している。現在，防菌
剤の標準添加量は， 充分余裕をみてセメソトに
0.1%としている。

防菌剤は混合を確実にするため， 不活性な増量
材で10倍に希釈して供給される。コソクリ ー トの
製造に先だって， 骨材， ヤメソト等の材料と空練

り後， 通常の混練をおこない， コソクリ ー トを製
造する。現在のところ， ミキサ ー 車への後添加は
実施していない。

防菌剤は， 主として金属および金属酸化物で構
成されており， 基本的にはセメソトの硬化に影響
を与えない。図 ー 3に防菌剤の添加量を変えてコ
ソクリ ー トの強度試験を実施した結果を示す。強
度の変化はほとんど認められない。

6. あとがき

防苗剤を使用したコソクリ ー トは，96年4月ま
でに2万tに達する勢いで普及してぎている。現
在，数ヵ所で曝露試験を実施すると共に， 各種の
イオウ酸化細茜についても効果を確認すべく実験
中である。さらに， 薬剤についても種々検討中で
あり， より使い易い防茜剤を目指して開発を進め
ている。

防菌剤は二次製品については， 日本ヒュ ー ム管
（株） (ft03-3433-4 l l .5), 現場打ちについては，（桐ポ
ゾリス物産(ft03-3582-8815)から販売している。
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